
　阿久比町が全国町村会から「優良町村」として表彰され、阿久比町民の“活
力と努力”がたたえられました（詳細は２ページで紹介）。町内各地で表彰を祝う
かのように町の花「梅」が見ごろを向かえ、春の息吹が芽生えてきました。“皆さんに報告です” 

主な内容 

災害時要援護者登録制度 

あぐいぶらり旅 

ページ 

　総合型地域スポーツクラブ「ア
クティブあぐい」会員を募集。主
役は“みなさん”です。 

　災害時に支援が必要な方の
名簿を作成し、いざというときに
備えます。 

　平泉寺南付近をぶらり。訪れ
た場所には、不思議な事実が…。 

□ １０ 

□ 5

□ 4「アクティブあぐい」でスポーツを 
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まちの話題 
　全国町村会定期総会で阿久
比町が全国町村会から「優良町
村」として表彰された話題など
を紹介。 

□ 3□ 2 ～ 
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１月２９日、全国町村会定期総会で阿久比町
が全国町村会から「優良町村」として表彰さ
れました。
全国にある９７８町村の中から、今年度は４８

町村が対象となり、県下では唯一の表彰です。
日ごろから健全財政に努めながら堅実なま

ちづくりを進め、小中学校校舎の耐震化を早
急に行うなど「安全で安心して暮らせるまち
づくり」の推進、幼保小中一貫教育プロジェ
クトによる次世代の育成、町全体でホタルを
大切に保護する環境への取り組みなど、町民
の皆さんと行政が一緒になって取り組んでき
た姿勢が評価されました。
これまで、町のために尽力いただきました多

くの方に感謝します。阿久比町民の“活力と努
力”がたたえられ、町民すべての皆さんに贈ら
れた表彰状です。
記念品として伝統工芸「江戸切子」のガラ

スの花瓶も贈られました。栄えある表彰状と
記念品は、役場玄関ロビーに展示してありま
す。ご覧ください。　阿久比町長　竹内啓二

●たこ揚げで地域の交流を図る

２月１４日植地区で「植凧祭り」が行われ、権現山南農

道一帯で、自慢の手作りだこが大空に舞いました。

多くの家族連れのほかにも、「豊橋」「安城」など三

河地方の地名が入った、凧愛好家の法被姿も見られまし

た。この日は、平成２１年に生まれた子どもの名前が書か

れた「出世凧」と呼ばれる「阿久比ごんぎつねクラブ」

製作の大だこも揚がり、祭りを盛り上げていました。

たこ揚げを楽しむ子どもたち

●防災ずきん作り

町赤十字奉仕団が、２月１６日中央公民館で「防災ずき
ん作り講習会」を開きました。各地区赤十字奉仕団の班
長１９人が参加。あいち防災リーダー３人の指導の下、バ
スタオルを使った防災ずきんの作り方を学びました。
防災ずきんは、避難のときにかぶる以外にも、ずきん

の中に下着や靴下などが縫いつけてあり、避難所生活で
役立つ日常品を備えています。防災リーダーは、「学ん
だことを地区の皆さんに伝えてください」と参加者に呼
び掛けていました。

防災ずきん作りに取り組む参加者

町民を代表して、江戸滿  町村会長から表彰の伝達
を受ける竹内町長

皆さんと一緒に取り組んできた成果です 皆さんと一緒に取り組んできた成果です 

祝 祝 阿久比町が 

「優良町村」 
　　　　　として表彰 

阿久比町が 

「優良町村」 
　　　　　として表彰 

阿久比町が 

「優良町村」 
　　　　　として表彰 
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あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　企画財政課�（４８）１１１１（内３０３）

オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 

●オペラを交え講演会

オペラを上演する大塚さん

●一本のロープから友情の“絆”が生まれる

「ロープ・ジャンプ・エクストラ」東海・北陸予選
（１月３０日愛知県武道館）で準優勝に輝いた英比小学
校６年生の児童２０人が、２月８日町長室へ結果報告に
訪れました。
ロープ・ジャンプ・エクストラは、１０メートルの大
縄を１０人以上で跳び、跳んだ数や縄に入れ替わった回
数を合計したポイントで競う、日本レクリエーション
協会などが推奨する新しいスポーツです。
児童たちは「一つの目標に向かって、みんなで力を
合わせて頑張ることができました」と、うれしそうに
感想を話していました。

●真剣にドッジボール

交流試合を楽しむ子どもたち
２月９日、町立保育園（英、草木、北原、宮津、城山）
の年長児が城山保育園に集まり、ドッジボールの交流試
合を行いました。
子どもたちは、ドッジボールが大好き。卒園を前に園
児たちが一堂に会し、試合をするのが毎年恒例の行事と
なっています。
ボールを投げるときの表情は真剣そのもの。試合に勝
つため、園児たちは一つのボールに集中していました。

●子どもたちが紙すきを体験

紙すきを体験する中部保育園の園児たち
２月１２日中部保育園年長児が「紙すき」を体験し、ポスト
カードを作りました。
子どもたちに手作りの良さを実感してもらおうと、阿久比町
商工会青年部が地域貢献事業の一環で、町内の保育園で紙すき
を園児たちに紹介しています。中部、南部、北原、東部の４つ
の保育園で実演が行われました。
中部保育園の園児たちは、出来上がったカードにお父さんや
お母さんへ感謝の気持ちを書いて「卒園式」で手渡すそうです。

●自慢のそばを味わう

そば打ちの実演を見つめる高齢者
２月１日、町社会福祉協議会ボランティアセンター所属の

「阿久比メンズクラブ」が、福住宅老所（福住老人憩の家）を
訪問し、宅老所利用者に自慢の手打ちそばを振る舞いました。
クラブのメンバーは施設などを訪問して、そば打ちの実演を
行い、水とそば粉にこだわった“そば”をごちそうしています。
福住宅老所を訪れるのは、今回で３回目。「毎回おいしいそ
ばが食べられて、幸せです」と高齢者はうれしそうにそばを食
べていました。

弁護士の大塚�子さんを講師に迎え、あいち男女共
同参画財団、あぐい女性の会、町教育員会の共催で
「男女共同参画講演会」が２月１３日、中央公民館本館
で開かれました。
大塚さんは「オペラで綴る法律のお話」と題して、
法律の話とオペラのストーリーを結び付けて講演を行
いました。モーツァルトの喜劇オペラ『ドン・ジョバ
ンニ』の上演後、「男女共同参画社会の実現には、同
じ仲間意識を持ち、プラス志向の社会を作ることが大
切」と話していました。

いく  こ



4

広報あぐい　２０１０年３月１日号

【会費】
５,０００ 円／年（スポーツ保険料込み）大　人

３,０００ 円／年（スポーツ保険料込み）小　人（中学生以下）

４,３００ 円／年（スポーツ保険料込み）シニア（６５ 歳以上）

１回　２００ 円非会員

※　会員は、定期的な活動は無料で参加できます。
　その他の活動も会員料金で参加できます。

【受付日時・場所】
　３月８日（月）、１２日（金）、２２日（月）、２４日（水）、
　２６日（金）、２９日（月）
　午前 １０ 時～正午　阿久比スポーツ村で入会を受け付けます。

【活動】
内　　容期　間時　　間曜　　日＜定期的な種目＞

定番のダンスからワルツまで楽しく踊ります。通年午後７時３０ 分～午後９時毎週金曜日フォークダンス教室

キュートなリズムに合わせ、心も体もリフレッシュ。通年午後７時 ３０ 分～午後９時第１・３・５水曜日健康体操教室

初心者大歓迎。通年午前９時～正午毎週土曜日小中学生バレーボール教室

ダンスで素敵な汗を流しましょう。通年午後７時 ３０ 分～午後８時 ３０ 分第２・４水曜日ヒップホップダンス教室

子どもだけでも参加できます。４月～８月午後７時 ３０ 分～午後９時第１・３・５木曜日親子ビーチボールバレー教室

新しい発見を求めて、歩きませんか。通年午前９時～正午第２日曜日みんなでウォーキング

誰でも気軽に楽しめます。通年午前９時～正午第４日曜日グラウンドゴルフ

※　場所は、すべて草木小学校

開　催　時　期＜その他の活動＞

年１回（５月予定）体力テスト

年１回（８月予定）バスハイク

年１回（１０月予定）グラウンドゴルフ大会

年２回（７月・２月予定）ボウリング大会

《問い合わせ先》
　アクティブあぐい（担当：竹内）　�０９０-６６１７-９１０１

���　総会を行います　���
　　日時：３月 ２８日（日）午後１時 ３０ 分～
　　場所：草木公民館２階ホール
　　会員の方は、ぜひ出席してください

�

�

�

�

���������������������������������������

���������������������������������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

フォークダンスを楽しむ“みなさん”

　　　　　　　　　総合型地域スポーツクラ
　　　　　　ブは、子どもから高齢者まで（多世代）、
　　　　さまざまなスポーツを愛好する人々が（多種
　　　目）、初心者からトップレベルまで、それぞれの
　　志向・レベルに合わせて参加できる（多志向）、地域
　住民により自主的・主体的に運営されるスポーツク
　ラブです。
　　総合型地域スポーツクラブ「アクティブあぐ
　い」では、年間を通して活動を続けています。
　　主役は“みなさん”です。クラブに参加
　　　　してスポーツを楽しみませ　
　　　　　　　んか。

平成２２２２年度会員を募集平成２２年度会員を募集
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１２９ 
防災交通課 
fl（４８）１１１１ 
（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 
　防災行政無線が聞き取りにくい場合は
�（４８）７０３０へ問い合わせてください。最新
のメッセージを聞くことができます。

行政無線情報は電話でも

災害時要援護者登録制度 災害時要援護者登録制度 災害時要援護者登録制度 災害時要援護者登録制度 

民生委員・児童委員 

阿久比町 

情報提供 

情報共有 

状況の確認 

名簿登録 

情報提供 

自主防災会 

半田消防署 
阿久比支署 

救急・救助業務に 
おける把握 

状況の確認 
避難支援 

平常時 

災害時 

災害時要援護者 
（名簿登録者） 

災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
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備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備
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援援援援援援援援援援援援援援援援援
護護護護護護護護護護護護護護護護護
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名名名名名名名名名名名名名名名名名
簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿
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ままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすす

○
地
域
全
体
で
災
害
時
要
援
護
者
を
見
守

り
ま
す

　
「
災
害
時
要
援
護
者
」
と
は
、
災
害
が
起

こ
っ
た
と
き
に
、
在
宅
で
心
身
が
不
自
由

な
高
齢
者
や
障
害
者
、
家
族
の
支
援
が
受

け
ら
れ
な
い
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
、

自
力
で
避
難
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
支
援

を
必
要
と
す
る
方
で
す
。

　

大
規
模
な
災
害
で
は
、
消
防
機
関
な
ど

の
救
助
も
遅
れ
、「
歩
行
が
困
難
」「
周
囲

の
状
況
が
分
か
ら
な
い
」「
隣
近
所
に
支
援

し
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
」
な
ど
の
理
由

で
、
災
害
時
要
援
護
者
は
、
地
域
で
孤
立

し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

地
域
全
体
で
要
援
護
者
を
見
守
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

○
災
害
時
要
援
護
者
名
簿
の
登
録
に
協
力

を
し
て
く
だ
さ
い

　

町
で
は
、
災
害
時
要
援
護
者
を
支
援
す

る
地
域
の
防
災
・
福
祉
活
動
に
活
用
す
る

た
め
に
要
援
護
者
本
人
か
ら
の
申
請
に
よ

る
名
簿
を
作
成
し
、
登
録
者
の
情
報
を
平

常
時
か
ら
、
各
地
区
の
自
主
防
災
会
、
民

生
児
童
委
員
、
半
田
消
防
署
阿
久
比
支
署

な
ど
と
共
有
し
ま
す
。

　

関
係
機
関
で
共
有
す
る
要
援
護
者
情
報

は
、
保
護
の
必
要
な
情
報
で
す
の
で
、
適

切
な
管
理
に
努
め
ま
す
。

 　

災
害
時
に
は
不
測
の
事
態
も
想
定
さ

れ
ま
す
。
名
簿
へ
の
登
録
は
、
優
先
度
や

確
実
な
支
援
、
安
全
を
保
障
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
各
家
庭
で
災
害
時
に
対

し
て
備
え
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

○
名
簿
登
録
の
対
象
と
な
る
方

　

自
宅
で
生
活
し
、
同
居
す
る
方
の
支
援

が
な
く
「
災
害
時
に
自
力
で
避
難
す
る
こ

と
が
困
難
な
方
」
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

①　

要
介
護
三
以
上
の
方

②　

身
体
障
害
者
手
帳
第
三
級
以
上
で
Ｊ

Ｒ
身
体
障
害
者
旅
客
運
賃
割
引
規
則
の

第
一
種
の
方

③　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
第
三
級

以
上
の
方

④　

療
育
手
帳
Ｃ
判
定
以
上
の
方

⑤　

愛
知
県
特
定
疾
患
医
療
給
付
を
受
給

し
て
い
る
方
の
う
ち
、
重
症
患
者
の
認

定
を
受
け
て
い
る
方
、
又
は
神
経
系
難

病
患
者
の
方

⑥　

満
七
十
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
で
構

成
さ
れ
る
世
帯
の
方

⑦　

満
七
十
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
世
帯

の
方

⑧　

母
子
健
康
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
方

（
妊
婦
の
方
）

　

町
で
は
一
人
で
も
多
く
の
要
援
護
者
に

必
要
な
支
援
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。
災
害
時
に
支
援
を
し
て
も
ら
い
た
い

が
、
対
象
と
な
ら
ず
不
安
に
思
わ
れ
る
方

は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
各
自
主
防
災
会

な
ど
の
支
援
を
で
き
る
だ
け
広
く
受
け
入

れ
ら
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

○
登
録
方
法

　

対
象
と
な
る
方
に
は
、
町
か
ら
申
請
書

な
ど
を
先
月
送
付
し
ま
し
た
。
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
防
災
交
通
課
の
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入

手
で
き
ま
す
。
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
に
期

限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
名
簿
登
録
さ
れ
た
方
へ

　

登
録
し
て
も
、
急
病
な
ど
１
１
９
番
通

報
時
に
救
急
車
の
手
配
が
簡
素
化
、
最
優

先
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域

の
支
援
者
も
災
害
時
に
必
ず
あ
な
た
の
も

と
へ
助
け
に
行
け
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

自
分
か
ら
周
り
の
人
と
良
い
関
係
を
つ
く

る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

○
地
域
で
支
援
し
て
い
た
だ
く
方
へ

　

被
災
者
の
安
否
確
認
・
避
難
誘
導
は
、

町
災
害
対
策
本
部
が
中
心
と
な
っ
て
、
地

域
の
自
主
防
災
会
な
ど
の
協
力
を
得
て
実

施
し
ま
す
。
災
害
発
生
直
後
は
、
多
く
の

地
域
住
民
の
近
隣
同
士
の
助
け
合
い
で
、

救
出
・
避
難
し
た
報
告
が
あ
る
よ
う
に
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
頼
り
に
な
る
の
が
、

近
隣
住
民
の
皆
さ
ん
で
あ
り
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す
。
日
常
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
災
害
時
の
支
援

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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全国へ発信 　 

プ 

ジ 

ク 

ロ 

ト 

ェ 

○ ６０ 阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももも像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像

ププロロジジェェククトト推推進進のの機機運運をを高高めめるる
　阿久比町現職教育発表会が２月５日エスペランス丸山で行われ
ました。
　この日は、阿久比中学校と体育主任者会からの研究発表と、幼
保小中一貫教育プロジェクトの５部会から活動内容や今後の取り
組みの提言などが報告されました。
　幼児教育研究部会からは「幼稚園・保育園統一カリキュラム」
を、今年度から作成していることが報告され、実践を重ねながら
より良いカリキュラム作りを目指す方向性などが示されました。
　小中学校、幼稚園・保育園の教職員のほかにも保護者や地域の
方の参加もあり、一貫教育プロジェクト推進の機運を高めました。

　幼児教育部会が作 

成した「阿久比町めざ

す子ども像」の中から、

今回は２歳児の「めざ

す子ども像」と「大人

からの働きかけ」の  

「清潔」と「睡眠」を

紹介します。家庭教育 

 の参考にしてください。 

乳児期３歳未満

大人からの働きかけ
（家庭または保育園）めざす子ども像　２歳

清　潔
★顔や手足の汚れに気づき、手伝っても
らったり、ひとりで洗ったりする。

睡　眠
�落ち着いた雰囲気の中で、十分に眠
る。

�ワンポイントアドバイス！ 

心休まる家庭での睡眠
☆しっかり食べて、たっぷり遊ばせる。
☆ お母さんや家族が穏や
　かな気持ちで寝せる。
☆寝るときの雰囲気づくり
　を大切にする。
　例えば・・･歯を磨いてもらって“おや
すみなさい”をする。
　ほっぺにチューして、絵本を読んでも
らうなど毎日の習慣にするとよい。
☆お昼寝をさせすぎない（２時間くら
い）。
☆朝起きる時間を決めて寝過ぎないよ
うにする。

清　潔
★身の回りの清潔の習慣（手洗い・髪・
爪・鼻をかむ・歯磨き・持ち物の始末
など）が少しずつ身に付くように、く
り返し一緒にしながら教え、きれいに
なった心地よさを感じることができ
るようにする。

睡　眠
�ぐっすり眠れるように環境づくりをす
る。

�眠気のサインを見のがさないように
する。
　（眠くなると⇒指をしゃぶる・頭をかく
など）

�ワンポイントアドバイス！ 

　乳児期に必要な睡眠時間は、一日１３
時間です。睡眠不足は、情緒不安定・無
気力・集中力欠如などをひきおこすこ
とがあります。朝 7時に起きて日中よく
遊ばせ夜静かに過ごせば、就寝時間は
自然に早まり睡眠時間も十分確保でき
ます。

□問い合わせ先　学校教育課�（４８）１１１１（内２０２）
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□問い合わせ先　環境衛生課保健係
　�（４８）１１１１（内３１１・３１２）

　

が
ん
は
、
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
第
一

位
で
、
死
亡
原
因
の
三
分
の
一
を
占
め
、

が
ん
で
亡
く
な
る
方
の
数
は
年
々
増
え
て

い
ま
す
。

　

早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
よ
り
、
治
す

こ
と
が
可
能
な
場
合
も
多
く
あ
り
ま
す
。

町
で
は
次
の
と
お
り
が
ん
検
診
を
行
い
ま

す
。
一
年
に
一
度
は
が
ん
検
診
を
受
け
、

早
期
発
見
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

三
月
十
九
日（
金
）午
前
八
時
半
か
ら
申
込
受
付
を
行
い
ま
す
。
オ
ア
シ
ス
セ
ン
タ
ー
一

階
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
電
話
も
可
）。

三
月
は「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」で
す

�
�
�
�
�
�

�
���
�
�
�
�
�

検診方法定　員料　金
（７０歳以上は無料）

対　象
（２２年度になる年齢）受付時間実施日種　別

バリウム検査各１００人１,０００円４０歳以上

午前９時～　　
　　　午前１１時

４月１６日（金）
４月１９日（月）
５月３１日（月）
７月２１日（水）
９月７日（火）
１１月１１日（木）

胃 が ん 

便潜血検査各１００人５００円４０歳以上大 腸 が ん

血液検査各３０人６００円５０歳以上前立腺がん

４０歳以上
視触診＋マンモグラ
フィー

２０歳～３９歳
視触診＋超音波検査

無印の日と☆印
の日は４０歳以上
７０人、◎印の日
は２０歳～３９歳５０
人　　　　　　

１,２００円
４０歳以上
（◎印の日は２０
歳以上）

午前９時～　　
　　　午前１１時
午後１時～　　
　午後２時２０分

☆印の日のみ　
午前９時～　　
　　　午前１１時
午後１時～　　
　午後２時２０分
午後５時３０分～
　午後７時５０分

◎６月１日（火）
◎７月２２日（木）
　８月１日（日）
◎９月８日（水）
◎１０月１８日（月）
☆１１月３０日（火）
　１２月９日（木）
　１月７日（金）

乳 が ん

子宮頚部細胞診。
月経中は検査不可。各１００人７００円２０歳以上子宮頸がん

足のかかとの超音波検
査です。各８０人１,０００円

４０歳～７０歳の５
歳間隔の年齢に
なる女性

骨 密 度

胃がん・大腸がん・乳
がん・子宮頸がん・骨
密度検診を同時に実施、
骨密度は２２年度に４０歳
～７０歳の５歳間隔の年
齢になる方が対象。

各５０人

３,４００円
（骨密度検査
をする場合は
４,４００円）　　

胃・大腸・乳・
子宮頸がんのす
べての検査を希
望する４０歳以上
の女性

午前９時～　
　　午前１１時

４月１４日（水）
４月１５日（木）
５月１７日（月）
５月１８日（火）
８月６日（金）

レ デ ィ ス
が ん 検 診

平成２２年度がん検診日程表

　

国
で
は
例
年
自
殺
者
が
特
に
多
い
三
月

を
、「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」
と
定
め
ま
し

た
。

　

自
殺
は
、
個
人
の
自
由
な
意
思
や
選
択

の
結
果
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

複
雑
に
絡
み
合
い
、
心
理
的
に
追
い
つ
め

ら
れ
た
末
の
死
で
す
。

　

自
殺
を
考
え
て
い
る
方
の
多
く
が
、「
眠

れ
な
い
」、「
原
因
不
明
の
体
の
不
調
が
長

引
く
」、「
自
殺
を
口
に
す
る
」
な
ど
何
ら

か
の
危
険
を
示
す
サ
イ
ン
を
発
し
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
一
人
一
人
が
、
こ
う
し
た
心
の

Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
早
期
に
気
づ
き
、
専
門
の
相
談

機
関
、
医
療
機
関
へ
の
相
談
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
が
、
自
殺
を
防
ぐ
大
切
な
第
一

歩
で
す
。

　

愛
知
県
で
は
、
期
間
中
、
県
内
各
地
で

街
頭
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
実
施
し

ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
「
相
談
窓
口
」
も
設

置
し
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

【
心
の
悩
み
相
談
】
あ
い
ち
こ
こ
ろ

ほ
っ
と
ラ
イ
ン
３
６
５
�
０
５
２（
９
５

１
）２
８
８
１
【
半
田
保
健
所
】
�（
２

４
）４
６
９
９
【
県
民
相
談
】
中
央
県
民

生
活
プ
ラ
ザ
�
０
５
２（
９
６
２
）５
１

０
０
【
労
働
相
談
】
県
労
働
福
祉
課
�

０
５
２（
９
５
４
）６
３
７
５

□
問
い
合
わ
せ
先　

県
健
康
福
祉
部
障
害

福
祉
課
こ
こ
ろ
の
健
康
推
進
室　

�
０

５
２（
９
５
４
）６
６
２
１

※検診はオアシスセンター１階保健センターで行います。
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日にち　２月６日
場　所　中央公民館本館
　農村生活アドバイザーを講師に迎え「米粉でお菓子
づくり」を開きました。
　米粉や黒砂糖をこねて作る本格的な「ういろう」と、
小麦粉の代わりに米粉を使った「お好み焼き」を作り
ました。
　ういろうはモチモチに仕上がり、お好み焼きも小麦
粉で作ったものに負けないくらい、ふっくらおいしく
出来上がりました。

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉でででででででででででででででででででででおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお菓菓菓菓菓菓菓菓菓菓菓菓菓菓菓菓菓菓菓菓菓子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子づづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「 阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿 久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久 比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比 吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹 奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏 楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽 団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団 」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

日にち　１月３１日
場　所　エスペランス丸山
　阿久比町文化協会所属団体「阿久比吹奏楽団」が初
コンサートを開きました。
　事前に新聞記事で紹介されたこともあり、会場には
約２００人の観客が集まりました。
　クラリネットアンサンブルやビートルズメドレーな
ど楽しい演奏が繰り広げられました。音楽に合わせて
無意識に体が動く観客も見られ、コンサートは大盛況
でした。

　「阿久比町地域包括支援センター」は、高齢者の皆さんが、住み慣れた地域で安心して生活を
続けられるように支援を行う総合機関です。保健師・主任ケアマネージャー・社会福祉士が中心
となって、高齢者の皆さんの生活を支援します。どこに相談してよいかわからない心配事や悩み
事などがある方は、気軽にご相談ください。 

介護のことで、誰かに 
相談したい。 

要支援１・要支援２と 
認定され、介護予防サー 
ビスを利用したいな。 

財産管理に自信が 
なくなってきて、心配。 

近所の一人暮らしの 
お年寄りで、心配な人が 
いるんだけど…。 

？ ？ 

＜問い合わせ先＞ 
阿久比町地域包括支援センター（阿久比町役場内）　fl（４８）１１１１（内３１８・３１９） 
開設時間　午前８時３０分～午後５時１５分 
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町
の
は
ず
れ
に
、
だ
れ
が
着
せ
た
か

赤
い
カ
ッ
パ
を
着
た
、
お
じ
ぞ
う
さ
ん

が
、
立
っ
て
い
ま
し
た
。

　

あ
る
日
の
こ
と
で
し
た
。
ス
ケ
ッ
チ

ブ
ッ
ク
を
持
っ
た
、
お
ば
あ
さ
ん
が
、

お
じ
ぞ
う
さ
ん
の
前
を
、
通
り
か
か
る

と
、
つ
え
を
つ
い
て
、
お
花
を
持
っ
た

お
じ
い
さ
ん
が
、
お
じ
ぞ
う
さ
ん
に
、

お
参
り
し
て
い
る
の
に
出
会
い
ま
し
た
。

お
ば
あ
さ
ん
は
足
を
止
め
て
、
お
じ
い

さ
ん
に
声
を
か
け
ま
し
た
。

「
こ
ん
に
ち
は
、
ど
な
た
か
お
知
り
合

い
の
人
の
、
お
じ
ぞ
う
さ
ん
で
す
か
」

　

お
ば
あ
さ
ん
は
、
お
じ
ぞ
う
さ
ん
の

こ
と
が
、
気
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

声
を
か
け
る
と
、
お
じ
い
さ
ん
は
、
花

を
石
の
上
に
置
い
て
、
て
い
ね
い
に
手

を
合
わ
せ
て
、
長
く
お
祈
り
を
し
て
か

ら
、
ふ
り
む
き
ま
し
た
。
お
ば
あ
さ
ん

は
き
っ
と
、
お
じ
い
さ
ん
の
知
っ
て
い

る
人
が
お
ま
つ
り
し
て
あ
る
の
だ
と
思

い
ま
し
た
。

「
わ
し
も
よ
う
知
ら
ん
が
、
朝
の
散
歩

に
こ
こ
ま
で
来
る
と 
疲 
れ
る
の
で
、
毎

つ
か

日
こ
こ
で
、
ひ
と
休
み
さ
せ
て
も
ら
う

の
で
、
花
を
一
本
そ
な
え
る
だ
け
じ
ゃ

よ
」

　　

お
ば
あ
さ
ん
は
、
と
な
り
町
か
ら
、

と
き
ど
き
、
こ
の
山
を
ス
ケ
ッ
チ
に
来

ま
す
。
県
道
か
ら
山
道
の
方
へ
行
く
角

の
所
に
、
お
じ
ぞ
う
さ
ん
は
、
ま
つ
っ

て
あ
り
ま
す
。

　

お
じ
ぞ
う
さ
ん
の
前
で
お
参
り
す
る

人
も
、
お
花
が
あ
る
の
を
見
た
こ
と
が

な
か
っ
た
の
で
、
何
だ
か
心
が
あ
た
た

か
く
な
り
、
お
ば
あ
さ
ん
も
、
手
を
合

わ
せ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、

「
こ
の
じ
ぞ
う
さ
ん
に
は
、
あ
わ
れ
な

話
が 
伝 
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
よ
」

つ
た

　

お
じ
い
さ
ん
の
目
は
、
か
な
し
そ
う

な
目
で
し
た
。

「
昔
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
村
に
仲
良
し

の
、
太
郎
と
千
代
と
い
う
子
供
が
お
っ

た
ん
じ
ゃ
。
と
こ
ろ
が
其
の
こ
ろ
、
こ

の
村
は
、
山
ば
か
り
で
田
ん
ぼ
が
な
く

て
、
米
が
と
れ
ず
、
子
供
た
ち
は
食
べ

る
も
の
が
な
く
、
野
原
に
出
て
は
、
食

べ
ら
れ
そ
う
な
物
を
さ
が
し
て
、
食
う

と
っ
た
げ
な
」

　

お
じ
い
さ
ん
は
急
に
立
ち
上
が
り
、

お
じ
ぞ
う
さ
ん
の
、
後
ろ
あ
た
り
に
、

今
も
残
っ
て
い
る
林
の
方
へ
、
指
を
さ

し
て
、

「
あ
の
林
の
中
に
、
一
本
の
柿
の
木
を
、

太
郎
が
見
つ
け
た
の
じ
ゃ
、
そ
れ
が
赤

く
色
ん
で
い
た
の
で
、
太
郎
は
千
代
に
、

「
柿
、
取
っ
て
や
る
」

　

と
言
う
が
早
い
か
、 
危 
な
い
と
言
う

あ
ぶ

声
も
聞
か
ず
に 
登 
っ
て
、
一
こ
を
つ
か

の
ぼ

ん
だ
が
、
そ
の
と
き
、
ポ
キ
ン
と
そ
の

枝
が
折
れ
て
、
太
郎
が
『
ド
ス
ン
』
と

大
き
な
岩
の
上
に
落
ち
て
し
ま
っ
た
の

じ
ゃ
。
千
代
の
泣
き 
叫 
ぶ
声
で
、
村
人

さ
け

た
ち
が
来
た
時
に
は
太
郎
の
息
は
な

か
っ
た
。
手
に
は
真
っ
赤
な
柿
を
し
っ

か
り
持
っ
て
い
た
そ
う
な
。

　

そ
の
日
か
ら
、
千
代
は
毎
日
、
柿
一

こ
を
持
っ
て
、
あ
の
岩
の
上
に
来
て
は
、

泣
い
と
っ
た
げ
な
。
柿
の
実
は
、
か
ら

か
ら
と
種
ば
か
り
に
な
っ
て
も
、
手
か

ら 
放 
さ
ず
、
千
代
は
、
そ
こ
の
岩
の
上

は
な

で
、
天
国
の
太
郎
の
所
へ 
逝 
っ
て
し

い

ま
っ
た
そ
う
な
。
こ
の
じ
ぞ
う
は
、
そ

ん
な
二
人
の
た
め
に
、
立
て
ら
れ
た
と

言
う
事
だ
わ
な
」

　　

お
じ
い
さ
ん
の
、
な
が
い
話
は
終
わ

り
ま
し
た
。
お
ば
あ
さ
ん
の
目
か
ら
は
、

涙
が
な
が
れ
ま
し
た
。
お
じ
い
さ
ん
の

話
は
、
ま
だ
終
わ
り
ま
せ
ん
。

「
そ
れ
か
ら
、
じ
ぞ
う
の
立
っ
て
い
る

場
所
の
こ
と
だ
が
、
昔
、
昔
、
大
昔
の

話
だ
が
、
山
の
中
に
細
い
道
が
あ
っ
て
、

北
の
村
と
、
南
の
村
の 
境 
の
し
る
し
に

さ
か
い

大
き
な
松
の
大
木
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。

　

そ
の
松
の
木
を
目
印
に
、
北
か
ら
と

南
か
ら
の
若
い
二
人
の
合
う
場
所
だ
っ

た
と
言
う
こ
と
で
、
愛
の
松
の
木
と
言

わ
れ
て
い
た
の
じ
ゃ
、
そ
の
松
の
木
が

 
枯 
れ
た 
後 
に
、
太
郎
と
千
代
の
、
子
供

か 

あ
と

の
愛
を 
記 
す
た
め
に
、
そ
の
場
所
を 
選 

し
る 

え
ら

ん
で
、
太
郎
と
千
代
の
、
じ
ぞ
う
が
立

て
ら
れ
た
の
じ
ゃ
」

　

今
で
は
、
太
郎
と
千
代
じ
ぞ
う
を
、

愛
の
じ
ぞ
う
さ
ん
と
、
若
い
人
た
ち
が

お
参
り
す
る
そ
う
で
す
。

春
の
雨
は
ま
だ
寒
く
、

　
　
　

だ
れ
が
着
せ
た
か
、

　
　
　
　
　
　

赤
い
カ
ッ
パ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
じ
ぞ
う
さ
ん
。

し
ろ
や
ま
会
員　

中
川　

か
な
め
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椋
岡
地
区
の
平
泉
寺
南
付
近
を
友
人
と

二
人
で
歩
く
。
立
春
は
過
ぎ
た
が
、
風
は

冷
た
く
肌
寒
い
。

最
初
に
「
唐
松
の
井
戸
」
を
見
る
。
古

井
戸
は
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
隔
て
た
田
ん
ぼ

の
一
角
に
あ
り
、
四
方
を
柵
で
囲
ま
れ
る
。

い
び
つ
な
二
十
個
ほ
ど
の
大
き
な
石
が

井
戸
を
囲
む
。
今
ま
で
見
て
き
た
手
の
加

わ
っ
た
地
蔵
や
石
碑
と
は
違
う
が
、�
石
造

物
�
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
。

唐
松
の
井
戸
に
は
、
い
く
つ
か
の
逸
話

が
残
る
。

平
安
時
代
、
天
台
宗
山
門
派
の
祖 
慈  
覚 

じ 
か
く

 
大  
師 
（ 
円  
仁 
）
は

だ
い 
し 

え
ん 
に
ん

 
淳 

じ
ゅ
ん 

和 
天
皇
の
命
に
よ
り

な

平
泉
寺
を
開
創
し
た
と
伝
わ
る
。
そ
の
慈

覚
大
師
は
日
照
り
で
水
に
苦
し
む
村
人
を

助
け
た
と
さ
れ
る
。

―
井
戸
に
は
一
滴
の
水
も
な
い
。
大
師

は
道
に
落
ち
て
い
た
石
を
拾
っ
て
、
ふ
き

清
め
、
経
文
を
書
き
井
戸
の
中
に
投
げ
入

れ
る
。
一
心
不
乱
に
読
経
を
す
る
と
水
が

こ
ん
こ
ん
と
湧
き
出
し
て
き
た
ー

慈
覚
大
師
が
祈
と
う
し
た
ゆ
え
ん
で

�
延
命
の
水
�
と
し
て
の
う
わ
さ
が
広
ま

り
、
遠
方
か
ら
水
を
く
み
に
来
た
人
も
い

た
よ
う
だ
。

「
い
つ
も
元
旦
に
は
井
中
に
松
影
見
ゆ

る
と
な
ん
。
さ
れ
ど
も
近
き
あ
た
り
に
松

の
木
な
し
」（『
尾
張
名
所
図
会
巻
六
』）。

地
元
の
人
が
井
戸
の
周
り
に
松
を
植
え
て

も
枯
れ
て
し
ま
う
と
の
こ
と
。
不
思
議
な

場
所
で
も
あ
る
。
古
井
戸
に
水
が
た
ま
る
。

濁
っ
た
水
に
映
る
も
の
は
な
い
。

神
秘
的
な
場
所
を
後
に
し
て
、
道
幅
一

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
細
い
坂
道
を
北
に
向
か

う
。
上
り
切
っ
た
場
所
の
右
側
に
こ
ん
も

り
と
盛
り
上
が
っ
た
塚
が
あ
る
。
塚
の

て
っ
ぺ
ん
に
高
さ
三
十
セ
ン
チ
ほ
ど
の
か

わ
い
ら
し
い
地
蔵
が
立
つ
。

「
平
泉
寺
南
の
地
蔵
尊
」。こ
の
地
蔵
も

慈
覚
大
師
と
つ
な
が
る
。『
町
文
化
財
調
査

報
告
書
』
で
は
、「
生
き
埋
め
と
な
っ
た
賊

の
悪
霊
に
う
な
さ
れ
る
里
人
を
救
う
た
め

に
、
慈
覚
大
師
が
地
蔵
尊
を
建
立
し
た
」

と
解
説
。

塚
の
す
ぐ
後
に
建
つ
民
家
を
訪
ね
る
。

夫
婦
で
地
蔵
に
ま
つ
わ
る
話
を
し
て
く
れ

た
。「
お
花
を
供
え
て
話
し
を
す
る
と
、
不

思
議
で
す
が
穏
や
か
な
気
分
に
な
り
ま
す
。

元
気
で
暮
ら
せ
る
の
も
お
地
蔵
さ
ん
の
お

陰
か
な
あ
」
と
奥
さ
ん
は
笑
顔
で
話
す
。

「
唐
松
の
井
戸
、
地
蔵
さ
ん
、
平
泉
寺

の
本
堂
が
立
つ
場
所
は
一
直
線
上
に
あ
る

と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
よ
。
慈
覚
大

師
と
の
深
い
因
縁
で
す
か
ね
え
」
と
ご
主

人
が
説
明
し
て
く
れ
た
。

知
多
四
国
十
六
番
札
所
平
泉
寺
に
立
ち

寄
る
。
本
堂
前
に
立
ち
「
地
蔵
尊
」、「
唐

松
の
井
戸
」
の
方
角
を
眺
め
た
。「
う
ま
く

言
え
な
い
け
ど
、何
か
感
じ
る
よ
ね
」。「
そ

う
で
す
ね
」。
静
か
に
境
内
を
去
っ
た
。

“逸話が多く残る唐松の井戸”

塚のてっぺんに立つ地蔵尊

N

中部保育園 

箭比神社 箭比神社 

エスペランス丸山 

南部工業団地 

八ヶ谷配水場 

常滑市 

オアシスセンター 

知多半島道路 

済乗院 済乗院 

前
田
川 

観音寺 

平泉寺 

平泉寺南地蔵尊 

唐松の井戸 

阿久比駅 
名鉄河和線 

矢口公民館 

464

役場 
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固定資産価格等の縦覧
　固定資産税の納税者（土地・家屋の所有者）が、町内の他の土地・家屋との価格（評価額）の比較ができる
ように、平成 ２２ 年度の土地・家屋の価格などが登録されている「土地価格等縦覧帳簿」と「家屋価格等縦覧帳
簿」を次のとおり縦覧します。
□縦覧場所　役場税務課
□縦覧期間　４月１日（木）～ ３０ 日（金）午前８時 ３０ 分～午後５時 １５ 分　
　　　　　　※　土曜・日曜日、祝日は除く。
□縦覧の対象
・　土地価格等縦覧帳簿
　　土地の所在、地番、地目、地積、価格が記載されています。
・　家屋価格等縦覧帳簿
　　家屋の所在、家屋番号、種類、構造、床面積、建築年、価格が記載されています。
※　土地の所有者は「土地価格等縦覧帳簿」を、家屋の所有者は「家屋価格等縦覧帳簿」をご覧になることが
　できます。
□手数料　無　料
□写しの交付　不　可
□縦覧に必要なもの
・ 　納税者本人であることが確認できるもの（納税通知書または課税明細書など）
・ 　納税者以外の方は、委任状および代理人本人であることが確認できるもの（官公署発行の書類など）
固定資産課税台帳の閲覧
　固定資産課税台帳の納税者本人に関する部分については、いつでも閲覧できます。また、借地人・借家人な
どの方も閲覧できます。
□閲覧場所　役場税務課
□閲覧期間　通常の役場の業務時間内
□手数料　２００ 円　
※　縦覧期間（４月１日～ ３０ 日）の間は無料
□写しの交付　可（手数料１枚 １０ 円）
□閲覧に必要なもの
・　本人であることが確認できるもの
・　借地人などについては、その権利を示す書類（賃貸契約書など）
・　本人以外の場合は、委任状および代理人本人であることが確認できるもの
審査の申出
　自己の所有する固定資産の価格に不服がある場合は、固定資産評価審査委員会に審査を申し出ることができ
ます。審査申出期間は、４月１日から納税通知書の交付を受けた日後 ６０ 日までです。ただし、平成 ２２ 年度に新
しく登録された価格に限ります。
□問い合わせ先　税務課固定資産税係　�（４８）１１１１（内２１８）

　「臭いがつくので洗濯物や布団が干せない」「子供がぜんそくでせき込む」「煙が部屋に入ってくるので窓が開けられない」
など、住宅地での枯れ草・ごみの焼却（野焼き）に対する苦情が寄せられています。
　野焼きについては、農業などを営む上でやむを得ない焼却、慣習や宗教的行事で使われたお札やしめ縄の焼却など一部の
例外を除き、禁止されています。違反者には罰則も規定されています。
　例外に当てはまる焼却であっても、他人に迷惑を及ぼすような焼却は認められません。周囲に迷惑をかけないようにする
ことが大切です。
　再資源化できるものは燃やさずに資源としてリサイクルに努めましょう。リサイクルできないものは廃棄物として、行政
が回収できるごみについては、指定日に指定場所へ出してください。回収できないごみや事業者から出たごみは専門処理業
者で処分をするなど適正に処理してください。
□問い合わせ先
　環境衛生課環境係　�（４８）１１１１（内３１０・３１７）

固固固固固固固固固固固固固固固固固固固固固固固固固固固固固固固固固固固固固固固固固固固固固固固固固固固固固固固固固固固固固固定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧ななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどをををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいまままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす固定資産価格の縦覧などを行います
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　愛知県では、県土の生物多様性を将来にわたって確保するため、保全すべ
き自然環境や優れた自然条件を有する地域を核とする「生態系ネットワーク」
の形成に取り組んでいくこととしています。
　生物多様性条約第１０回締約国会議（COP１０）開催年となる今年、知多半島
をはじめ、県内３カ所でNPOなどの活動団体、大学・研究機関、企業、行
政が連携して、「生態系ネットワーク形成モデル事業」に着手します。
　事業の一環として「里なび研修会 in 愛知」を開催します。
□テーマ
　「生きもののつながりを創る知多半島生態系ネットワークの形成に向けて」
□日　時　３月６日（土）　午前１０時～午後３時３０分
□会　場　日本福祉大学　半田キャンパス１０１講義室（半田市東生見町２６-２）
□主　催　環境省
□共　催　愛知県、日本福祉大学
□募集人数　１５０人程度（先着順）
□参加費　無料
□申し込み・問い合わせ先
　参加希望者の氏名・連絡先を記入し、以下の窓口のいずれかに、電話・ファッ
クス、電子メールで申し込みください。

　○財団法人水と緑の惑星保全機構　里地ネットワーク
　　�０３（５４０４）４８４６　FAX ０３（５４７７）２６０９
　電子メール h21@satonavi.go.jp
　○愛知県環境部自然環境課生態系ネットワークグループ
　　�０５２（９５４）６２２９　FAX ０５２（９６３）３５２６
　　電子メール shizen@pref.aichi.lg.jp
□その他　学内の食堂は営業しませんので、昼食は各自で用意してください。

Information

お知らせ  
InformationInformation

�
　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
ん
ど
で
は
、

障
害
の
あ
る
方
が
参
加
で
き
る
創
作
活
動

の
イ
ベ
ン
ト
を
、
ア
ト
リ
エ
Ａ
ｎ
ｄ
ａ
ｎ

ｔ
ｅ
（
あ
ん
だ
ん
て
）
と
の
共
同
企
画
で

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
絵
を
描
こ
う
」
で

す
。

□
日　

時　

三
月
二
十
日（
土
）　

午
前
十

時
〜
正
午

□
場　

所　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
あ

ん
ど
元
浜
事
業
所（
東
海
市
元
浜
町　

）
１０

□
対
象
者　

身
体
障
害
、
知
的
障
害
、
精

神
障
害
の
あ
る
方
お
よ
び
障
害
の
あ
る

児
童

□
参
加
費　

四
百
円　

□
定　

員　

十
人
（
先
着
順
）

□
応
募
期
間　

三
月
九
日（
火
）〜
三
月
十

八
日（
木
）

□
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
あ
ん
ど
元
浜
事
業
所　

�
０
５
６

２（
３
９
）２
７
７
８　

電
子
メ
ー
ル　

shien@
vanilla.ocn.ne.jp

�
　

交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な
ど
の
犯

罪
被
害
に
遭
い
、
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え

た
が
、
検
察
官
が
そ
の
加
害
者
を
起
訴
し

て
く
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
不
満
を
持
っ

て
い
る
方
の
た
め
に
検
察
審
査
会
が
あ
り

ま
す
。

　

検
察
審
査
会
で
は
、
選
挙
権
を
有
す
る

�
�
�
�
�
��
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�
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�
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一
般
国
民
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ

た
十
一
人
の
検
察
審
査
員
が
、
検
察
官
が

加
害
者
を
起
訴
し
な
か
っ
た
こ
と
の
善
し

あ
し
を
審
査
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

名
古
屋
地
方
裁
判
所

半
田
支
部
庁
舎
内
半
田
検
察
審
査
会
事

務
局　

�（
２
１
）０
３
７
２

�自
衛
官
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

自
衛
隊
半
田
地
域
事

務
所　

�（
２
１
）０
０
０
４　

Ｈ
Ｐ　

http://w
w
w
.m
od.go.jp/pco/aichi/

�

�

�

�

�

�

�
　

知
多
地
域
学
生
就
職
情
報
セ
ン
タ
ー
で

は
、
来
春
卒
業
予
定
の
学
生
に
知
多
地
域

の
企
業
を
紹
介
す
る
「
る
び
あ
ん
２
０
１

１
合
同
会
社
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

会
場
の
ブ
ー
ス
で
は
、
企
業
の
人
事
担

当
者
と
直
接
話
が
聞
け
ま
す
。
個
人
相
談
、

職
業
適
性
診
断
や
就
職
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
就

職
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
設

置
し
ま
す
の
で
積
極
的
に
活
用
し
て
く
だ

�
�
�
�
�
�
�
	
	


�

�

�

�

�

�

�
�

�

	

さ
い
。

□
日　

時　

三
月
二
十
五
日（
木
）　

午
前

十
時
〜
午
後
四
時

□
会　

場　

半
田
市
福
祉
文
化
会
館
（
雁

宿
ホ
ー
ル
）
講
堂

□
問
い
合
わ
せ
先　

阿
久
比
町
商
工
会　

�（
４
８
）７
０
８
５
、
半
田
商
工
会
議

所　

�（
２
１
）０
３
１
１

　

Ｈ
Ｐ　

http://w
w
w
.shuushoku.or.jp/

　

携
帯
端
末
用
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.shuushoku.or.jp/m

/

試験期日受付期間受験資格募集種目

１次　５月１５日 筆記試験
（５月１６日は飛行要員の
み）
２次　６月１５日～１７日のう
ち指定する 1日
３次　７月１４日～８月５日
（飛行要員のみ）

４月１日
～

５月１０日

平成２３年４月１日現在、２０歳以上
２６歳未満の方（２２歳未満は大卒
（見込含））、大学院修士学位取得
者（海上技術幹部候補生志願者は、
理工学修士学位取得者に限る）及
び自衛官は２８歳未満の方

一般
・
技術

幹　部
候補生

１次　５月１５日
２次　６月１５日～１７日のう
ち指定する１日

平成２３年４月１日現在、専門の大
卒（見込含）２０歳以上３０歳未満の
方（薬剤は２６歳未満の方（薬学修
士学位取得者は２８歳未満））

歯科
・
薬剤

１次　５月２２日
２次　６月２３日～２８日のう
ち指定する１日

４月１日
～

５月１０日

平成２３年４月１日現在、１８歳以上
２７歳未満の方

男子
・
女子

一般曹
候補生

��������������������������������������������������������������������������������������������������������� 															
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Information

�あ
い
ち
知
多
農
業
協
同
組
合　

様

　

阿
久
比
町
へ
現
金
三
十
万
円
を
ご
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

二
月
九
日
、
鈴
村
忠
由
あ
い
ち
知
多
農

業
協
同
組
合
副
組
合
長
か
ら
「
Ｊ
Ａ
あ
い

ち
知
多
十
周
年
記
念
事
業
の
テ
ー
マ
の
一

つ
『
福
祉
・
健
康
の
増
進
』
に
活
用
し
て

く
だ
さ
い
」
と
町
長
へ
目
録
の
贈
呈
が
あ

り
ま
し
た
。

知
多
乾
海
苔
問
屋
協
同
組
合　

様

　

町
立
保
育
園
全
園
児
（
六
百
六
人
）
へ

「
節
分
の
丸
か
ぶ
り
焼
海
苔
」
を
ご
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た
。
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３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３ 月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会月定例議会ををををををををををををををををををををを開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催開催
　平成２２年阿久比町議会第１回定例会
を次のとおり開催します。
□日　時
　３月４日（木）　午前１０時～
□問い合わせ先　議会事務局
　�（４８）１１１１（内２４１）
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目録を町長へ手渡す副組合長知多乾海苔問屋協同組合の代表者



14

広報あぐい　２０１０年３月１日号

広
報　

あ 
ぐ 
い

1001

■発行／阿久比町（〒４７０－２２９２　愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字殿越５０　�０５６９－４８－１１１１）編集／総務部企画財政課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ
資源を大切に！この用紙は再生紙を使用しています。

広報あぐいを声の広報ボランティア「あいうえお」が CD録音しています。
ぜひご利用ください。
■問い合わせ先　阿久比町社会福祉協議会・ボランティアセンター�（４８）１１１１

阿久比町民憲章
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

世帯数　 ８，６７６　　（＋２１）

人　口　２５，３１７人（＋３３）

　男　　１２，５４２人（＋１８）

　女　　１２，７７５人（＋１５）

（　　）は前月との増減数

１月中の異動

　出生　２０　転入      ８０

　死亡　１７　転出      ５０

平成２２年２月１日現在

人 口 と 世 帯

○記念式典（表彰）　※１　　　　　　　　　　　　　午前９時３０分～午前１０時　　　　公民館南館ホール
○講演会　講師　辻井いつ子　氏　＊　　　　　　　　午前１０時～午前１１時３０分　　　　公民館南館ホール
○お楽しみ抽選会　　　　　　　　　　　　　　　　　午前１１時３０分～正午　　　  　　 公民館南館ホール
○太鼓演奏「三宅島太鼓」演奏：町立保育園年長組　　午後１時～午後１時３０分　　　　公民館南館ホール
○クラウンショー　出演：カノン・潤・なっつ　　　　午後１時３０分～午後２時３０分　　公民館南館ホール
☆福祉体験コーナー　※２　　　　　　　　　　　　　午前９時３０分～午後３時　　　　外会場
　（手話・点字・車いす・声の広報・福祉車両の５種類の体験ができます）
☆相談コーナー　　　　　　　　　　　　　　　　　　午前９時３０分～午後３時　　　　外会場
　（阿久比町地域包括支援センター、知多地域成年後見センターによる福祉相談）
☆ボランティアコーナー　　　　　　　　　　　　　　午前９時３０分～午後３時　　　　外会場
　（ボランティアの木、ボランティアグループ展示など）
☆模擬店コーナー
　（焼きそば・だんご・駄菓子・綿菓子）　　　　　　午前９時３０分～午後３時　　　　外会場
☆フリーマーケットコーナー　　　　　　　　　　　　午前９時３０分～午後３時　　　　外会場
　（衣類・手芸品・花苗・自主製品・うどん・フランクフルト・まぜご飯など）
☆消防車・救急車体験　※３　　　　　　　　　　　　午前９時３０分～午後３時　　　　外会場
◇おもちゃ王国（移動おもちゃ）　※４　　　　　　　午前９時３０分～午後３時　　　　公民館本館３階
　(午前１０時３０分と午後１時３０分の２回「王様ショー」を行います )

＊　講演会の“入場整理券”配布はすでに終了しました。ご了承ください。
※１　記念式典・講演会・お楽しみ抽選会には手話通訳とパソコン筆記がつきます。
※２　福祉体験コーナーは、スタンプラリーになっています。５種類のうち３種類を終了した方に抽選で記

念品（南知多ビーチランド親子ご招待券）をプレゼントします。（１００組）
※３　天候、緊急時などの理由で、消防車・救急車体験は中止となる場合があります。
※４　おもちゃ王国王様ショー後に抽選で記念品（南知多ビーチランド親子ご招待券）をプレゼントします。

（各回２５組）

□問い合わせ先　阿久比町社会福祉協議会　�（４８）１１１１（内２５２・３３２）

《日　時》　３月２１日（日）　午前９時３０分～午後３時
《会　場》　中央公民館本館・南館、役場駐車場
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